
36  orienteering magazine 2007.04 

 

 

 

 

 

スキーＯ修行中の堀江守弘
が高校で一日授業する！ 
生徒は興味は示した、果たし
て挑戦する気になったか？ 
 

＜堀江守弘＞ 
高校で授業をする 

札幌での生活にも慣れてきた昨年 12
月半ば、ちょっとしたきっかけから高
校で授業をすることになりました。興
味本位でその話を受けたものの、自分
の競技について話しをすることは全く
の初めてで、準備を進めるにつれて不
安も大きくなっていました。対象は三
年生だったので、スポーツの話から少
しでも受験につながる力を与えること
ができたらと思って望みました。 

舞台は札幌旭丘高校。「スポーツと
私の人生」と題して、スキーオリエン
テーリングを中心に話をさせていただ
きました。少人数の授業だったため、
生徒さんとの距離も近く私自身楽しく
授業を進めることができました。今回
の経験をはずみにして、これからもた
くさんの方々にスキーオリエンテーリ
ングというスポーツを知っていただき、
世界に挑戦しているアスリートがいる
ことをアピールしていきたいと思いま
す。 

 

 
堀江先生授業の舞台となった「北海道札幌
旭丘高校」。 
書面玄関上の吹き抜けには、道大会や全国
大会制覇の垂れ幕が下がっている。 
 
 

パークスキーO 
札幌の公園は冬の間、歩くスキーの

スキー場に様変わりします。中には夏
場パーク O が行われる大きな公園もあ
り、その地図をつかってスキーOのトレ
ーニングを行いました。集まったのは
いずれも札幌在住で WOC2007 の代表で
もある三浦さん、白鳥さん、堀江です。    
その公園の近くに住む白鳥さんが、

圧雪された道、散歩でできた道などを
細かく調査し作図まで担当してくれま
した。おかげで、スプリントのレース
に十分匹敵する充実した練習ができま
した。シーズンも短く、大会の数も少
ないスキーOにとって、こういった実践
に近いトレーニングはとても貴重です。
札幌に住んだかいがありました。 
このパークスキーO の練習を生かし、

1 月 27、28 日ルスツリゾートで行われ
たスキーO北海道選手権では、二日間と
もに優勝することができました。 
 

デビュー戦で６位入賞 
2 月 4日、北海道おおたき国際スキー

マラソンというクロスカントリースキ
ーの大会に参加しました。私にとって
クロスカントリースキーの大会参加は
始めてでしたので、純クロカンの選手
と差がどれくらいあるのかをみるいい
機会となりました。 

30km のレースということもあり、序
盤はどの選手も押さえ気味の滑りでし
た。中盤の長い登りに入ってから、徐々
に集団がばらけはじめ私も少しずつト
ップ集団から離されてしまいました。 

プロ選手たちとは、明確な力の差を
体感しましたが、6位に入れたというこ
とは今までやってきたトレーニングの
方向性が間違ってはいなかった証です
し、自分自身にとっての自信にもつな
がりました。今度はこの走力をもって、
スキーO の世界でどこまで通用するか
楽しみです。 
 

一ヶ月で 66 時間？ 
私は北海道に来て、札幌を中心に活

動する地域クラブに入りました。その
クラブ、冬季は精力的にクロスカント
リースキーの活動を行っているため、
クラブを通していろんな方と一緒にト
レーニングすることができました。練
習会の参加状況をみると60代前後の方
が最も多く、20代、30代の人は非常に
少ないようです。仕事の関係もあるで
しょうが、若者のスポーツ離れは顕著

だと言えます。特にクロスカントリー
スキーはアルペンスキーやスノーボー
ドなどと違って新たに始めようとする
若者も少ないと思います。 

クラブの中にすごい人がいます。な
んと一ヶ月に滑った距離が 800km を超
えたのだそうです。その人のペースで
800km を時間に換算するとおよそ 66時
間になります。日本のオリエンティア
で月66時間トレーニングしている人は
いるでしょうか？それを考えたらとて
つもない量だということがわかると思
います。決して速い滑りではないので
すが、毎日、毎日こつこつと距離を伸
ばすその姿には、私もたくさんのエネ
ルギーをもらいました。ちなみにその
男性は 62歳です。やはりスポーツをや
っている人はいつまでも若々しいです
ね！ 

 
安定したフォームの堀江守弘 
スプリント（1/28、ルスツ） 
 
“注釈” 
（視線、前傾の角度、スキーへの乗り
込み、すばやい重心の移動等が複合的
に安定したフォームに現れている。 
表情から途切れない集中心も感じられ
る） 

（注釈は武石） 
 

WOC2007 ロシア 
ビザの問題などがまだ解決していま

せんが、世界選手権まであと二週間と
なりました。前回の世界選手権ではリ
レーの１走で六位という好成績を残せ

スキーO 修行レポート その１５ 
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ました。今回は二年後に控えた日本で
の世界選手権のステップとして、個人
戦で 15位を目標に頑張ってきます。応
援よろしくお願いします。 

（堀江 守弘） 
“注釈” 
心配したビザは出国 5 日前に発行さ

れる事になりました。（武石） 
 

食は体力のエネルギー 
 

 
札幌といえばスープカレー。美味しいお店
がいっぱいあります。辛いものを食べて体
の内側からポッカポカ。（写真のスープカ
レーはどこの店？） 
 
 

僕の修行レポート 
       ＜渡辺 幸＞ 

 
堀江先生に続け！ 
スキーＯは当然、フットにだ
って挑戦だ！ 
 
ジュニアチャンピオン大会 
僕は今年初めてジュニアチャンピオ

ン大会に参加しました。 
おじいさんから１月21日にフットの

ジュニアチャンピオン大会があること
を聞いて出てみたいと思いました。      
僕は友達の基生君を誘って、いつも

のように爺爺の車で前の日に米沢を出
発しました。 

暗くなって道がわからなくなり、ス
パーの駐車場で道を尋ねてようやく到
着しました。泊まったところは釜北湖
レイクビューホテルで回りに家はあり
ませんでした。 

風呂は温泉と書いてありましたが、
お湯を遠い秩父のほうから運んでいる
ので「お湯を浴槽から汲み出さないで

ください」と張り紙があり変な温泉だ
と思いました。 
ご飯もおかずを一皿に載せていて、

宿泊料の割合にとてもお粗末な食事と
思いました。 
 

ライバルは僕自身 
僕の参加するクラスはＭ15Ａです。

中学 1･2年生が参加している。3年生は
ＪＭＥクラスに出ているのか15歳の人
は一人もリストにいません。 

Ｍ15Ａの事前申込者は20名くらいで
した。 

 
東野基生と渡辺幸の米沢 2 中コンビ。 
着替える前だが、緊張しているようには見
えない。 
 
会場に着いて、久しぶりに町井瑞樹

君と会いました。瑞樹君は高校生なの
でＪＭＡクラスです。 
基生君はＭ15Ａのトップスタートな

ので僕より早くスタートに行きました。 
僕はスタートする前はとても緊張し

ていました。 
スタートで地図を見たら、アップダ

ウンが激しいことが分かり、こんな急
斜面を上れるかが不安になりました。
実際、その場所は予想以上に高く、僕
は走らずに歩いてしまいましたけれど
コースは思ったより簡単で、1箇所で少
しミスしましたがその後は何もなくゴ
ールをしました。 
僕は今日のオリエンテーリングは順

調に回れたが途中歩いてしまったから
１位になれるかな・・・と思い会場に
戻ってきました。 
ご飯を食べたあと速報を見てみると、

なんと１位でした！！そのときはとて
も嬉しかったです。 
おじいさんからは、「部活でオリエ

ンテーリングクラブに入って練習して
いる学校もあり、木村友佳君のような
強い人が出場している中で 1 位になっ
たのは、邪心を持たずレースに集中し
た結果だ」と褒められました。 
スタートにはおじいさんと一緒に行

きましたが、途中の会話は無くレース
の事だけを考えていました。今日のラ
イバルは自分自身だという気持ちを持
ち続けたことが結果になり自信になり
ました。 

 
1 位の表彰を受けてＶサインの幸 

 
友達の基生君も 4 位でしたので、二

人で頑張れば二人とも入賞できるかも
しれないと思いました。 

そして、もっと多くの中学生が参加
する意欲が出るようにＭ15Ａクラスで
は中学生チャンピオンの表彰をお願い
します。そしてジュニアチャンピオン
大会が夏休みとか春休みに開催された
ら、遠くからも中学生や高校生が参加
してくれるような気がします。 
僕は来年、スキーオリエンテーリン

グのスイス選手権大会に参加予定なの
で、時期が重なり出られるかはまだ分
からないけど、出られたらがんばりた
いです。 
 

 

真室川スキーＯ大会 

真室川のスキーＯ大会に参加しまし
た。今回は大人の参加者もいるレッド
クラスに出ました。 
1 日目はミドルだったのでスタート

からスピードを出して１ポにいきまし
た。ところがモービルトラックの分岐
を通りすごして5分ほどロスしました。   

小林岳人さんが 1 位で僕は 2 位にな
りました。タイムを見てミスをなくす
れば、明日のロングも希望があるので
頑張ろうと思いました。 

ロングのとき湿った雪が降ったりし
てマップホルダーの上に積もり見えに
くかったけれど、地図で分岐を記憶し
てスキーを頑張ったら 1 位になりまし
た。  
今年の僕の目標は、内山さんに挑戦

することでした。とても残念ですが、1
月から内山さんが病気でスキーＯに参
加していません。早く良くなって競争
したいです。 
そして堀江先生のように世界選手権

でよい成績を上げたいです。 
（渡辺 幸） 


